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と
な
り
ま
ち

３
市
ぶ
ら
り
拡
大
編

　

三
重
県
伊
賀
市
・
亀
山
市
、
滋

賀
県
甲
賀
市
の
３
市
に
よ
る
連
携

記
事
「
と
な
り
ま
ち
い
・
こ
・
か
」

は
、
平
成
23
年
２
月
１
日
号
か
ら

連
載
を
始
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
が

持
つ
文
化
や
物
産
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
拡
大
編
と
し
て
３
市

の
夏
の
風
物
詩
「
夏
ま
つ
り
」
を

紹
介
し
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
足
を
伸
ば
し
て
、
と

な
り
ま
ち
へ
い
こ
か
♪

伊
賀
市

い
が
し

○
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ

　
と
き
：
８
月
23
日
㈰　
正
午
〜
午
後
９
時

　
と
こ
ろ
：
上
野
銀
座
通
り
、
本
町
通
り
周
辺
な
ど

○
花
火
大
会

　
と
き
：
８
月
22
日
㈯　
午
後
４
時
〜
９
時

　
と
こ
ろ
：
上
野
運
動
公
園
周
辺

市
民
夏
の

に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
・

伊
賀
市
市
民
打
ち
上
げ
花
火
大
会

伊
賀
の
夏
の
風
物
詩
ぐ
り
よ
。

み
ん
な
遊
び
に
き
て
ほ
し
い
ぐ
り
♪

い
が
・
こ
う
か
・
か
め
や
ま

▲通常のいこか

▼

伊
賀
市
観
光
大
使

　
い
が
☆
グ
リ
オ

物
を
は
じ
め
、
小
物
や
雑
貨
、
衣

類
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
こ
ら
し

た
約
１
０
０
店
が
立
ち
並
び
ま
す
。

　
「
楽
座
」で
は
、ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
音
楽
演
奏
、
よ
さ
こ
い

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
４

つ
の
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
前
日
に
は
夜
空
を
彩
る

花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
ア
ク
セ
ス
】

○
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
：
名
阪
国
道

　
「
中
瀬
Ｉ
Ｃ
」
か
ら
西
へ
約
10
分

○
花
火
大
会
：伊
賀
鉄
道
上
野
市
駅・

　
Ｊ
Ｒ
伊
賀
上
野
駅
か
ら
徒
歩
約
15
分

【
問
い
合
わ
せ
】

○
市
民
夏
の
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
実

　
施
委
員
会
事
務
局（
上
野
商
工
会

　
議
所
内
）　
☎
21
・
０
５
２
７

　
℻  
24
・
３
８
５
７

○
伊
賀
市
市
民
打
ち
上
げ
花
火
実

　
行
委
員
会　

　
☎
０
９
０・１
７
８
２・
２
０
０
５

　

市
民
夏
の
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ

は
、「
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

来
る
人
す
べ
て
が
一
日
楽
し
く
遊

べ
る
空
間
」
を
テ
ー
マ
に
市
民
の

手
で
つ
く
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年

で
15
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

歩
行
者
天
国
と
な
る
銀
座
通

り
、
本
町
通
り
を
中
心
に
、「
楽

市
」・「
楽
座
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
楽
市
」
で
は
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
し
て
、
食
べ
物
や
飲
み
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と
き
：
７
月
25
日
㈯

　

午
後
４
時
30
分
〜
９
時
（
花
火
打
上
は

午
後
７
時
45
分
頃
）

と
こ
ろ
：
Ｊ
Ａ
こ
う
か
駐
車
場

　
　
　
　
（
甲
賀
市
水
口
町
水
口
）

と
き
：
７
月
25
日
㈯　

午
後
７
時
〜

と
こ
ろ
：
新し

ん

宮ぐ
う

神
社
・
愛あ

た
ご宕
山
周
辺

　
　
　
　
（
甲
賀
市
信
楽
町
長
野
）

と
き
：
７
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰

※
山や

ま車
の
巡
行
…
25
日:

午
後
６
時
〜
９
時
頃

　
　
　
　
　
　
　

26
日:

午
後
５
時
30
分
〜
９
時
頃

と
こ
ろ
：
関
宿
街
道
一
帯

関
宿
祇
園
夏
ま
つ
り

甲
賀
夏
ま
つ
り

　

関
宿
祇
園
夏
ま
つ
り
で
は
、

ゆ
っ
く
り
動
く
山
車
に
笛
や
太

鼓
の
音
楽
が
重
な
っ
て
、
芸
術

的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

そ
ん
な
気
分
を
味
わ
い
た
い
人

は
、
ぜ
ひ
関
宿
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

私
も
毎
年
山
車
に
乗
っ
て
笛

を
吹
い
て
い
ま
す
！

▲ 2003 年に亀山市に
　移住したブライアン・
　マホニーさん。

　
「
関
の
山
（
そ
こ
ま
で
が
精
い
っ

ぱ
い
）」
の
語
源
と
な
っ
た
４
台

の
山
車
が
、
関
宿
の
夜
の
町
並
み

を
彩
り
ま
す
。

　

見
ど
こ
ろ
は
「
舞
台
ま
わ
し
」

と
呼
ば
れ
る
舞
台
の
回
転
で
、
巡

行
の
要
所
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。
４
台
そ
ろ
っ
て
行
わ
れ
る
光

景
は
迫
力
満
点
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
夏
の
夕
べ
の
華
や
か
な

ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

【
ア
ク
セ
ス
】

○
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
関
駅
か
ら
徒
歩

　
７
分

○
東
名
阪
自
動
車
道
「
亀
山
Ｉ
Ｃ
」

　

か
ら
関
方
面
へ
約
10
分
（
駐
車

　
場
：
関
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

関
宿
祇
園
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
亀
山
市
観
光
協
会
内
）

　
☎
０
５
９
５
・
97
・
８
８
７
７

◆
甲
賀
夏
ま
つ
り

　

甲
賀
夏
ま
つ
り
は
、
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
、
味
ま
つ
り
、
花
火
大
会
な

ど
の
楽
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

抽
選
会
や
ダ
ン
ス
な
ど
地
元
の

皆
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ

れ
、
味
ま
つ
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

各
種
屋
台
が
軒
を
並
べ
、„
見
て
・

食
べ
て
・
遊
ん
で
“
が
満
喫
で
き

ま
す
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
大
花

火
大
会
は
甲
賀
地
域
最
大
級
の
規

模
で
、
約
１
，５
０
０
発
の
花
火
が

夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
甲
賀
市
観
光
協
会

　
☎
０
７
４
８
・
60
・
２
６
９
０

　
℻  
０
７
４
８
・
60
・
２
３
６
２

甲
賀
市

こ
う
か
し

亀
山
市

か
め
や
ま
し

▼

甲
賀
市
観
光
協
会
キ
ャ
ラ

　
ク
タ
ー
に
ん
じ
ゃ
え
も
ん

▼

信
楽
町
観
光
協
会
キ
ャ
ラ

　
ク
タ
ー
ぽ
ん
ぽ
こ
ち
ゃ
ん

信
楽
火
ま
つ
り

　
ク
タ
ー
に
ん
じ
ゃ
え
も
ん

◆
信
楽
火
ま
つ
り　　

信
楽
火
ま
つ

り
は
、
江
戸
時

代
以
前
よ
り
続

く
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。「
陶

器
づ
く
り
や

生
活
に
欠
か
せ

な
い
火
」へ
の

感
謝
と
火
に
関
わ
る
安
全
を
願
っ

て
、
新
宮
神
社
か
ら
愛
宕
山
山
頂

の
神
社
に
約
７
０
０
本
の
松た

い
ま
つ明
が
奉

納
さ
れ
ま
す
。

　

奉
納
提
灯
な
ど
で
飾
ら
れ
た
約

2.4 

km
の
沿
道
を
長
く
連
な
る
松
明

の
炎
、
そ
し
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

に
打
ち
上
が
る
花
火
が
信
楽
の
夏

を
彩
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
陶
都・信
楽
ま
つ

り
実
行
委
員
会
火
ま
つ
り
事
務
局

　
☎
０
７
４
８
・
82
・
０
８
７
３

　
℻  
０
７
４
８
・
82
・
３
１
１
７

【
い
こ
か
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
】　
伊
賀
市
広
聴
情
報
課　
☎
22
・
９
６
３
６　
甲
賀
市
広
報
課　
☎
０
７
４
８
・
65
・
０
６
７
５　
亀
山
市
広
報
秘
書
室　
☎
０
５
９
５
・
84
・
５
０
２
１

　

私
も
毎
年
山
車
に
乗
っ
て
笛


